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目視手法と受動的音響手法を用いた知床半島周辺海域における海棲哺乳類の時空間分布の解明 

(Spatial-temporal distribution of marine mammals around Shiretoko Peninsula using sighting survey 

and passive acoustic methods) 

 

近年，生態系の保全と人間による持続可能な利用と開発の両立が世界中で広く求められている．

そのために生態系を構成する各生物種と周辺環境の相互関係を明らかにし，継続した生態系のモニ

タリングをすることが重要である．海棲哺乳類は海洋の高次捕食者であり，広範囲の様々な資源を

利用するため生態系やその環境の変化の影響を受けると同時に，生態系の機能や構造に影響を与え

る．そのため海棲哺乳類の生態変化を調べることで，環境変動に生物がどのように反応するか明ら

かにすることができる． 

北海道東部の知床半島周辺海域は，北半球の最南端の季節海氷域であること，海洋生態系と陸上

生態系の相互関係がみられることなどから，世界自然遺産に登録されている．そのため，科学的知

見に基づく海洋生態系の保全と持続的な海洋資源利用の両立が求められている．本海域には季節的

にシャチやナガスクジラといった鯨類や，アザラシ類やトドなどの鰭脚類など，様々な海棲哺乳類

が来遊し，観光資源として利用されている．一方で，漁業活動との軋轢や，海氷減少などの環境変

動による影響が懸念されている．これらの問題を解決するためには，海棲哺乳類の生息地利用の解

明や，分布に影響する海洋環境パラメータの解明などを含めた海棲哺乳類のモニタリングが必要で

ある．しかし，継続的なモニタリングが行われている種は，漁業被害をもたらすとして問題になっ

ているトドやゴマフアザラシなど，一部の種に限られている．本研究では知床半島周辺海域におい

て，観察される海棲哺乳類各種の時空間分布を明らかにし，分布に影響する要因を把握した． 

第2章では，2019，2021–2023年4–9月の調査船による目視観測データを使用して，生息適地モ

デルを作成し，海棲哺乳類の水平的な分布傾向と環境要因との関係を明らかにした．海棲哺乳類の

種により利用海域は異なり，イシイルカやカマイルカのように知床半島東西のオホーツク海を広く

利用する種，マッコウクジラやシャチのように知床半島周辺のみを利用する種，ナガスクジラやミ

ンククジラのように半島西部が生息適地となる種がみられた．分布には水深，海底傾斜，距岸距離

といった地理的要因が影響を及ぼすことが示された．また，計量魚群探知機の音響反応と地理的要

因の関係から餌生物の分布が海棲哺乳類の分布に影響を及ぼしている可能性も示唆された． 

第3章では，2020–2023年に知床半島東部において受動的音響モニタリングを行った．種特異的

な鳴音が確認されたクラカケアザラシ，シャチ，カマイルカの画像データを対象に，深層学習を利



用した検出器をもとに転移学習を用いて自動検出を行った．その後，手動のレビューにより誤検出

を除き，30分ごとの鳴音の在不在を求め，鳴音の時系列変化を調べて，根室海峡内の海氷面積と比

較した．最も高精度のモデルを作成できたクラカケアザラシでは，先行研究と同様に海氷のある時

期にのみ出現が確認された．また，経年変動を初めて明らかにでき，この変動が海氷の面積変化に

よること，すなわち，海氷面積が大きい時に鳴音出現が増加する傾向があることを示した．クラカ

ケアザラシは繁殖，換毛期に海氷に上陸する必要があり，本研究からも分布に海氷の存在が重要で

あることが示された．カマイルカも比較的有用な結果を示し，先行研究と同様，10-12月の冬期に

鳴音が検出された．シャチは他種と比較して低精度であったが，この原因として，多種の鳴音を持

つことが影響していると考えられる．鳴音が検出された期間の内，4-8月は観光船の観察記録や音

響手法を用いた先行研究と一致していたが，これまでは発見記録が偶発的であった1-2月にも，海

氷の少ない時期には頻繁に鳴音が検出された．これら鯨類2種について，冬期の分布情報はほとん

どなかったが，調査船や観光船による観察努力量が少ない時期においても，受動的音響モニタリン

グを利用することで海棲哺乳類の分布をより正確に把握できることが示された．本章では，海氷の

出現状況が海棲哺乳類の分布に影響を及ぼす可能性が示されたことから，将来的な気候変動の影響

を評価するためには，今後も継続したモニタリングが必要であることを指摘した． 

第4章では，海棲哺乳類を対象とした定期的な観光船が少なく，海棲哺乳類の分布情報が限られ

ている半島西部において，2021年7–8月に受動的音響モニタリングを行った．得られた録音データ

の内，ハクジラ類のクリックスを対象に教師なし学習による自動検出・分類を利用して，在不在を

調べた．結果，マッコウクジラ，シャチ，カマイルカのクリックスが確認された．特に，マッコウ

クジラとシャチは1ヶ月間，継続的に確認され，第2章で示された生息適地推定の結果と同様に，音

響情報からも半島西部が重要な生息地であることが示唆された．しかし，鳴音の検出と分類を完全

に行うことはできず，検出できていない時間が存在した．今後は各種のクリックスパラメーターを

もとに，種ごとの検出器を作成することで，より高精度の解析が可能となると考えられる． 

本研究により，知床半島周辺海域は1年を通して様々な海棲哺乳類が利用する海域であることが

改めて示された．世界自然遺産に登録されているのは知床半島周囲3 kmのみであるが，海棲哺乳類

は沖合も含めた広範囲を生息地として利用していることが明らかになったことから，海域をシーム

レスにモニタリングし，保全策を講じる必要があると考えられた．そこで，将来的に持続可能なモ

ニタリング手法を検討した．目視調査手法は広域モニタリングに適しているが，季節を通じた多回

のモニタリングの実施に課題がある．本研究において示した生息適地推定の結果は，観光船による

発見を調べた先行研究の結果と類似していたことから，海棲哺乳類を対象とした観光船の発見デー

タを収集解析し，市民科学を推進することで，より効率的なモニタリングに寄与すると考えられ

る．受動的音響手法は鳴音を発する種の在データに限られるが，海氷期や夜間など，船舶による観

測が難しい時期のモニタリングに有用である．また，今後は本研究で用いたような自動検出器をよ

り高精度化することにより，モニタリングの省力化が可能となる．ただし，本研究で収集した音響

記録には，種不明の音響記録が複数確認されていたことから，今後は種ごとの音響カタログを整備

することで，より効率的なモニタリングが可能となると考えられる．以上より，本研究で用いたよ

うなマルチスケールのモニタリング手法を適用することで，本海域における海棲哺乳類を含む生態

系保全に関わる課題解決に寄与することが期待される． 


